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 探求型学習や PBL という学びのアプローチがある。これは、驚くことではない。多忙感に追われていると「新

しい単語」に気付かないかもしれない。今一度、その語源やねらいについて考えていただきたい。丁寧にその語

源をたどると大学教育や高等学校教育からきていることに気付くと思う。 

１ 文部科学省の「PBL」 

～「今後の科学コミュニケーションのあり方について」（平成 31 年 2月 8日科学技術社会連携委員会）を踏まえ、

講義に加えて、地域（実社会）の課題解決を行う現場での「PBL（Project Based Learning：問題解決型学習）」

により、科学コミュニケーション活動に必要となる以下の能力を有する人材を育成する取組を支援する事業。～ 

２ SBL・アクティブ・ラーニング・2 種類の PBL の確認 

(1)SBL[Subject Based Learning] 

SBL は「Subject Based Learning」の略称で、「科目進行型学習」や「知識習得型学習」などと訳さ

れる。教師が教科書に沿って授業を進めていく学習である。子どもは教師の説明を聞き、板書をノー

トやワークシートに写し、教科書を使って問題を解き知識を習得。SBL 型授業は、従来から行われて

いる授業スタイルである。知識の習得には効果があるが、子ども主体性や探求心を育む面で課題。 

(2)アクティブ・ラーニング 

 子どもが受け身の学習方法ではない。グループディスカッション、ディベート、グループワークなどを通じ

て子どもが主体的に学ぶことを重視する学び方だ。実施する上において、教師の負担増加や、授業が遅れる心

配、学業成績が低下するリスクなどを指摘する声を聞いた。教師主体の授業から抜け出せないことに気付い

た。 

(3)PBL 

 PBL の根底には、ジョン・デューイ（アメリカの哲学者）の考え方がある。PBL は、アクティブ・ラーニング

の一つである。方法は 2つある。 

① PBL「Problem Based Learning」は、問題解決型学習/問題基盤型学習のことをいう。少人数のグループ

で問題解決に取り組む学習方法だ。グループワークやディスカッションを通して、協調性やコミュニケーショ

ン能力を育むことができる。下記の実践体験型 PBL と比較すると、実践的な経験を積む機会が少ないというデ

メリットがある。だが、準備時間手間がいらないことや、教室内で完結できることから、学校の授業で多く用

いられる手法となっている。1965年にカナダで、従来の受動的で退屈な講義形式に代わる学生主体の学習方法

を目指して始まった。 

② もう⼀つの PBL「Project Based Learning は、「課題解決型学習/プロジェクト型学習」である。実際に現場
に⾏き、課題解決に取り組む学習⽅法だ。地域の活性化や企業課題の解決等、実践的なテーマを設定。⼦ども⾃
⾝が主体的に取り組むことを⽬的としている。前述の PBL と⽐較すると、より実践的な経験を積むことができ
るというメリットがある。しかし、⺠間企業や⾃治体との連携が必要なことや、授業準備が⼤変だというデメリ
ットもある。探求型の学習は、こちらの PBL であろう。2 つの PBL の良さを取り⼊ればよい。 

３ PBL 学習とプロジェクト型学校組織改⾰との連動 
令和の⽇本型教育〜(２)連携・分担による学校マネジメントを実現する ・校⻑を中⼼に学校組織のマネジメ

ント⼒の強化を図るとともに，学校内外との関係で「連携と分担」による学校マネジメントを実現 ・外部⼈材
や専⾨スタッフ等，多様な⼈材が指導に携わることのできる学校の実現，・事務職員の校務運営への参画機会の
拡⼤，教師同⼠の役割の適切な分担 ・学校・家庭・地域がそれぞれの役割と責任を果たし，相互に連携・協働
して，地域全体で⼦供たちの成⻑を⽀えていく環境を整備 ・カリキュラム・マネジメントを進めつつ，学校が
家庭や地域社会と連携し，社会とつながる協働的な学びを実現〜とある。私は、これに⼦どもの参加を気付いた。 

学校組織やカリキュラム改⾰の中⼼は、教師だけではない。⼦ども達と教師が連携し、PBL のプロジェクト型
でカリキュラムや校内研修を⾒直すとよい。ある学校では、①⽣徒を主語にしたカリキュラムマネジメント改⾰
プロジェクト ②⾏事や総合を⾒直すプロジェクト ③学習スタンダードを⾃校の⽂化にするプロジェクト 
④授業等で⾝に付けた⼒を発揮する⾏事のためのプロジェクト等である。探求的な学習に⼊るのもよいが、まず
は、校内の⾜元の改⾰を⾒直すことが⼤切である。⼿本とする学校も出てきている。訪問校の学校におかれまし
ては、更なる「⼦ども参加型の学校」を⽬指していただきたい。 


